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性
格
立
証
と
余
罪
の
証
拠

安

冨

潔

54321
は
じ
め
に

連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項

許
容
法
理
と
排
除
法
理

余
罪
の
証
拠
に
関
す
る
証
明
の
程
度

お
わ
り
に

1
　
は
じ
め
に

性格立証と余罪の証拠

　
英
米
法
に
お
い
て
は
．
周
知
の
よ
う
に
、
被
告
人
の
行
為
責
任
を
弾
劾
主
義
・
当
事
者
主
義
に
よ
り
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
関
心
が

払
わ
れ
、
被
告
人
の
供
述
や
過
去
の
犯
罪
に
つ
い
て
の
証
明
に
よ
り
被
告
人
が
刑
事
責
任
を
課
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
被
告
人
を
保

護
す
る
こ
と
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
に
、
被
告
人
の
供
述
は
、
憲
法
上
の
「
自
己
負
罪
拒
否
特
権
」
と
し
て
、
ま
た
、
過
去

の
犯
罪
の
証
明
は
、
被
告
人
の
性
格
立
証
の
た
め
に
、
憲
法
上
必
ず
し
も
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
合
衆
国
の
す
べ
て
の
法
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
悪
性
格
の
立
証
」
の
法
理
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
生
成
、
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

1
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「
悪
性
格
の
立
証
」
は
、
訴
追
側
が
、
訴
因
事
実
を
立
証
す
る
に
あ
た
っ
て
、
被
告
人
の
犯
罪
的
性
癖
（
胃
8
Φ
霧
尋
）
を
証
明
す
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

性
格
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
、
「
性
癖
の
法
理
（
胃
8
①
量
昌
琶
Φ
）
」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　
ウ
ィ
グ
モ
ア
は
、
被
告
人
の
悪
性
格
の
証
拠
に
つ
い
て
、
「
人
の
倫
理
的
性
格
は
、
通
常
そ
の
人
の
行
為
の
蓋
然
性
を
判
断
す
る
た
め

に
役
に
た
つ
証
明
力
を
も
っ
て
い
る
．
し
か
し
、
…
…
被
告
人
が
起
訴
さ
れ
た
事
実
を
行
な
っ
た
か
ど
う
か
の
判
断
を
陪
審
が
求
め
ら
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
推
論
は
危
険
で
あ
る
．
被
告
人
が
あ
る
犯
罪
行
為
を
犯
す
性
癖
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
と
、

陪
審
は
そ
の
起
訴
に
か
か
わ
る
犯
罪
行
為
が
充
分
に
証
明
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
行
為
が
有
罪
で
あ
る
と
認
定
し
が
ち

　
　
（
3
）

で
あ
る
．
」
と
述
べ
、
証
拠
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
当
な
偏
見
を
排
除
す
る
と
い
う
一
般
政
策
に
基
づ
き
、
訴
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

側
の
証
拠
提
出
を
禁
じ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
被
告
人
の
性
格
は
、
供
述
証
拠
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
う
る
が
、
そ
れ
は
意
見
法
則
お
よ
び
伝
聞
法
則
に
よ
り
制
限
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
、
情
況
証
拠
に
よ
る
性
格
の
立
証
は
、
そ
の
証
明
力
の
点
で
は
充
分
で
あ
っ
て
も
、
不
当
な
偏
見
、
不
公
正
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

不
意
打
、
争
点
混
乱
の
危
険
防
止
と
い
う
証
拠
排
除
の
一
般
的
政
策
原
理
に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
、
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
．

　
す
な
わ
ち
、
情
況
証
拠
に
よ
る
性
格
の
立
証
は
、
陪
審
の
事
実
認
定
に
あ
た
っ
て
、
犯
罪
を
犯
す
よ
う
な
人
間
は
お
そ
ら
く
性
格
的
に

欠
陥
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
性
格
に
欠
陥
の
あ
る
人
間
は
起
訴
さ
れ
て
い
る
犯
罪
行
為
を
犯
す
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
推
論
を
導
く
こ
と

に
な
る
し
、
ま
た
、
被
告
人
の
悪
性
格
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
被
告
人
の
あ
ら
ゆ
る
行
状
が
公
判
廷
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
が
、

そ
れ
は
被
告
人
に
と
っ
て
反
駁
す
る
証
拠
を
用
意
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
立
証
と
訴
因
事
実
に
関
す
る
争
点
と
を
混

同
さ
せ
る
お
そ
れ
も
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
被
告
人
が
訴
因
事
実
以
外
に
別
の
犯
罪
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
事
実
す
な
わ
ち
余
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

原
則
と
し
て
、
証
拠
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
伝
統
的
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
も
っ
と
も
．
余
罪
の
証
拠
も
、
「
多
元
的
許
容
性
の
原
理
（
ヨ
葺
互
Φ
畿
含
里
呂
騨
網
ご
に
よ
っ
て
、
性
格
以
外
の
要
証
事
実
の
証
明
に
は



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
．
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
か
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
の
問
題
は
、
古
く
か
ら
被
告
人
の
性
格
立
証
こ
と
に
「
悪
性
格
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

立
証
」
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
問
題
を
制
定
法
に
よ
り
解
決
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
そ
の
ル
ー
ル
は
主
と
し

て
判
例
を
通
し
て
確
立
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
連
邦
の
法
域
に
お
い
て
も
一
九
七
五
年
の
「
連
邦
証
拠
規
則
（
頴
号
邑
寄
奮
9
国
邑
。
β
8
）
」
制
定
ま
で
は
制
定
法
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
は
、

　
　
　
「
起
訴
ま
た
は
請
求
に
か
か
る
事
実
以
外
の
犯
罪
、
不
正
行
為
ま
た
は
素
行
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
性
格
を
証
明
し
、
も
っ
て
そ
の
性
格
に
応
じ

　
　
た
行
動
を
し
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
．
た
だ
し
、
そ
の
他
の
目
的
、
例
え
ば
、
動
機
、
機
会
、
準
備
、
計
画
、
知
識
、
同
一
性
又

　
　
は
錯
誤
も
し
く
は
偶
然
の
不
存
在
な
ど
の
立
証
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
う
る
．
」

　
と
規
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
そ
の
立
法
化
の
動
向
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
・
運
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し

も
充
分
に
論
じ
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
判
例
を
中
心
と
し
て
、
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
に
関
す
る
解

釈
・
運
用
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
る
．

性格立証と余罪の証拠

（
1
）
一
≦
H
霞
。
寄
）
国
く
目
z
。
炉
㎝
μ
密
（
段
Φ
畠
；
一
Φ
8
）
旧
冒
。
U
・
国
冒
P
穿
e
髪
臼
お
O
（
旨
Φ
α
‘
一
㊤
認
）
旧
ω
8
ロ
9
臣
Φ
閃
巳
①
。
h
国
蓉
一
琶
。
⇒

。
団
酸
巨
毎
寄
g
穿
浮
琴
Φ
”
国
夷
一
鋼
包
．
お
国
第
＜
。
■
●
評
＜
’
Φ
罎
（
一
8
ω
y
の
ε
”
ρ
目
Φ
寄
一
Φ
。
団
国
蓉
一
鼠
g
。
暁
留
巨
一
鷺
臣
g
国
≦
α
⑩
づ
8
”

　
＞
ヨ
霧
凶
o
僧
田
国
夷
＜
●
い
。
閃
男
．
O
o。
o
o
（
一
8
0。
）
“
曽
o
q
瞬
げ
昏
国
巳
㎎
算
一
ざ
○
些
窪
9
一
目
Φ
¢
●
自
H
o
≦
＞
U
。
図
国
く
印
認
㎝
（
一
〇
誘
）
旧
○
○
巨
ヨ
撃
戸
○
昌
貫

9
ぼ
①
ω
穿
幕
暮
⑦
暮
ギ
芭
”
O
h
野
一
導
。
一
凝
導
α
○
夢
Φ
吋
竃
葺
霞
㎝
為
・
肖
》
目
い
」
●
誘
ω
（
一
8
一
）
脚
O
§
幕
暮
ω
）
国
Φ
一
Φ
＜
導
昌
導
α
一
諾

＝
鼠
富
日
爵
。
零
8
8
a
吋
a
霧
魯
一
閃
巨
窃
国
註
号
蓉
ρ
5
妻
義
2
円
ダ
寄
＜
」
雪
（
お
8
y
「
悪
性
格
の
立
証
」
と
い
う
伝
統
的
表
現
は
、
今

　
日
で
は
む
し
ろ
「
類
似
事
実
の
立
証
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
こ
て
は
連
邦
証
拠
規
則
の
解
釈
・
運
用
と
い
う
こ
と

　
か
ら
「
悪
性
格
の
立
証
」
と
し
て
論
じ
て
い
る
．
そ
の
変
化
は
、
弾
劾
主
義
を
と
る
英
米
法
に
お
け
る
法
的
社
会
状
況
の
展
開
に
関
す
る
基
本
的
問
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題
と
思
わ
れ
る
の
で
別
に
検
討
し
た
い
．

（
2
）
冒
亀
男
日
節
の
＞
胃
N
切
舅
ρ
＞
冒
8
男
劉
貯
男
o
＞
畠
ぎ
国
≦
u
男
臼
曽
①
（
一
〇
〇。
ω
y

（
3
）
≦
一
象
。
賀
＞
ω
目
u
望
誘
、
目
與
鵠
8
N
畠
日
臣
い
顎
。
勺
穿
e
男
8
㎝
。
（
一
〇
ω
㎝
）
。

（
4
）
毛
一
霞
。
鐸
。
。
后
蚕
ぎ
匿
。
。
ふ
ρ
Z
9
ρ
ギ
8
Φ
費
巴
コ
δ
§
菖
。
扉
。
隔
爵
①
O
ユ
巨
暴
一
U
Φ
晦
㊦
呂
導
φ
1
＞
閑
8
β
言
豊
。
β
。
出
菩
①
勺
ユ
〈
ゆ
一
£
。

＞
讐
富
ψ
留
一
陰
琴
目
巨
暴
一
一
8
導
昏
夢
。
寄
一
Φ
穿
。
一
且
一
夷
卑
一
α
①
琴
。
。
㌦
ギ
8
①
霧
一
蔓
け
。
Ω
葦
邑
ひ
9
身
。
』
o
。
国
為
＜
。
炉
寄
＜
。
島
ρ
療
ω
①

　
（
お
総
）
・

（
5
）
譲
一
§
o
賀
の
唇
蚕
ぎ
富
ω
、
o。
S

（
6
）
　
≦
一
霞
o
召
』
琶
蜜
ぎ
匿
ρ
ω
ピ
証
拠
は
、
そ
れ
ぞ
れ
立
証
事
項
と
相
関
関
係
を
有
す
る
の
で
、
あ
る
証
拠
が
あ
る
目
的
の
た
め
に
許
容
さ
れ

　
な
い
と
し
て
も
、
他
の
目
的
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
許
容
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
。
こ
れ
が
多
元
的
許
容
性
の
原
理
と
い
わ
れ

　
る
も
の
で
あ
る
。

（
7
）
ミ
一
量
o
鍔
の
唇
崔
ぎ
一
。
ω
噛
o。
o。
。

（
8
）
　
萄
●
ω
冨
ダ
＞
づ
騨
一
郭
瞳
9
瞳
O
（
一
〇
爲
）
“
冒
一
号
9
目
マ
ピ
曽
語
＞
5
鐸
ま
o。
・
ミ
（
一
8
0。
）
“
○
げ
一
〇
評
～
Q
＆
①
＞
づ
巨
鱒
罐
伊
＄
（
お
総
）
●

（
9
）
安
冨
潔
「
余
罪
の
証
拠
ー
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
制
定
経
緯
を
中
心
と
し
て
i
」
慶
鷹
義
塾
創
立
一
二
五
年
記

　
念
論
文
集
四
二
二
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項

　
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
．
英
米
法
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
悪
性
格
の
立
証
」
が
禁
じ
ら
れ
て
き
た
。

　
こ
の
ル
ー
ル
は
、
関
連
性
の
低
い
証
拠
が
被
告
人
の
一
般
的
な
犯
罪
的
性
癖
を
証
明
す
る
た
め
に
提
出
さ
れ
た
と
き
、
陪
審
に
生
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

不
当
な
偏
見
が
、
「
無
罪
の
推
定
」
に
反
し
て
被
告
人
に
不
利
益
に
働
く
も
の
で
あ
る
と
の
政
策
的
理
由
か
ら
主
張
さ
れ
て
き
た
。

　
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
に
つ
い
て
も
、
被
告
事
件
に
つ
い
て
の
主
要
事
実
の
立
証
に
際
し
て
、
そ
れ
が
被
告
人
の
犯
罪
的
性
癖
を
示

す
こ
と
に
の
み
関
連
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
か
え
っ
て
陪
審
に
偏
見
を
生
じ
被
告
人
に
不
利
益
と
な
る
と
の
観
点
か
ら
、
原
則
と
し
て
、

証
拠
か
ら
排
除
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
多
元
的
許
容
性
の
原
理
か
ら
、
余
罪
の
証
拠
が
意
図
、
動
機
、
機
会
、
あ
る
い

4
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は
同
一
性
な
ど
と
い
っ
た
被
告
人
の
犯
罪
的
性
癖
以
外
の
争
点
に
関
連
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
陪
審
に
対
す
る
偏
見
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
に

な
ら
ず
被
告
人
に
対
す
る
不
利
益
も
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
例
外
的
に
、
証
拠
に
許
容
さ
れ
う
る
と
の
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
て
き

　
　
　
　
　
（
2
）

た
の
で
あ
っ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
こ
の
ル
ー
ル
は
、
合
衆
国
の
判
例
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
制
定
法
と
し
て
明
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
「
証
拠
法
」
の
立
法
化
の
動
き
の
な
か
で
、
一
九
四
二
年
の
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
（
》
目
＆
S
昌
い
署
ぎ
貧
言
8
）
の
「
模
範
証

拠
法
典
（
旨
＆
Φ
一
Q
浮
9
国
邑
窪
8
）
」
に
お
い
て
、
制
定
法
化
が
試
み
ら
れ
、
同
法
第
三
一
一
条
は
、

　
　
　
「
第
三
〇
六
条
に
基
づ
き
、
あ
る
人
が
特
定
の
機
会
に
犯
罪
も
し
く
は
民
事
上
の
不
法
行
為
を
犯
し
た
証
拠
は
、
そ
の
証
拠
が
こ
の
よ
う
な
犯
罪
も

　
　
し
く
は
不
法
行
為
を
犯
す
性
癖
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
又
は
、
一
般
的
に
犯
罪
も
し
く
は
不
法
行
為
を
犯
す
性
向
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
の

　
　
み
関
連
性
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
ば
あ
い
に
は
、
他
の
機
会
に
犯
し
た
犯
罪
も
し
く
は
民
事
上
の
不
法
行
為
を
証
明
す
る
た
め
の
証
拠
と
し
て
許
容
さ

　
　
　
　
（
4
）

　
　
れ
な
い
。
」

　
と
、
定
め
た
の
で
あ
っ
た

　
こ
こ
で
は
、
関
連
性
の
あ
る
証
拠
は
、
原
則
と
し
て
、
す
ぺ
て
許
容
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
著
し
い

時
間
の
浪
費
、
陪
審
へ
の
不
当
な
偏
見
、
争
点
の
混
乱
、
陪
審
の
誤
導
や
当
事
者
へ
の
不
公
正
な
不
意
打
と
い
っ
た
危
険
性
が
証
明
力
よ

り
も
大
き
い
と
き
に
は
、
証
拠
か
ら
排
除
さ
れ
う
る
と
し
て
、
余
罪
の
証
拠
の
許
容
性
に
関
し
て
、
「
悪
性
格
の
立
証
」
の
法
理
か
ら
、

そ
の
許
容
性
を
否
定
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
被
告
人
の
悪
性
格
を
立
証
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
に
と
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ま
り
、
余
罪
の
証
拠
を
そ
れ
以
外
の
目
的
の
立
証
に
使
っ
て
よ
い
か
は
明
文
上
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
一
九
五
三
年
の
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
（
Z
豊
8
巴
9
匡
①
お
琴
Φ
9
9
ヨ
巨
邑
8
器
9
q
巳
暁
。
§
の
藝
霊
審
語
）
お
よ
び

ア
メ
リ
カ
法
律
家
協
会
（
＞
幕
誉
導
国
弩
蓄
弩
巨
言
）
に
よ
る
「
統
一
証
拠
規
則
（
q
蔑
。
琶
寄
寓
亀
国
＆
㊦
昌
8
）
」
第
五
五
条
は
、

　
　
「
第
四
七
条
に
基
づ
き
、
あ
る
特
定
の
機
会
に
犯
し
た
犯
罪
な
い
し
民
事
上
の
不
法
行
為
の
証
拠
は
．
被
告
人
が
別
の
機
会
に
別
の
犯
罪
や
民
事
上
の

5



法学研究58巻3号（’85：3）

　
　
不
法
な
行
為
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
推
論
す
る
基
礎
と
し
て
、
犯
罪
や
民
事
上
の
不
法
行
為
を
犯
す
性
向
を
証
明
す
る
た
め
に
は
許
容
さ
れ
な

　
　
い
。
た
だ
し
、
第
四
五
条
お
よ
び
第
四
八
条
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
証
拠
は
、
錯
誤
も
し
く
は
偶
然
で
な
い
こ
と
、
動
機
、
故
意
、
準
備
、
計
画
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
認
識
、
同
一
性
な
ど
に
関
す
る
そ
の
他
の
重
要
な
事
実
を
証
明
す
る
関
連
性
を
有
す
る
と
き
に
は
許
容
さ
れ
る
．
」

　
と
規
定
し
て
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
「
悪
性
格
の
立
証
」
禁
止
の
原
則
を
受
継
ぐ
と
と
も
に
、
模
範
証
拠
法
典
で
は
明
文
化
さ
れ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

っ
た
そ
れ
以
外
の
一
定
の
目
的
の
た
め
の
余
罪
立
証
の
許
容
性
を
明
定
し
た
。

　
た
だ
こ
れ
ら
の
立
法
提
案
が
、
い
わ
ゆ
る
「
証
拠
法
」
立
法
化
の
動
き
の
な
か
で
、
現
実
に
制
定
法
と
し
て
採
用
さ
れ
る
の
に
は
な
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

時
間
を
要
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
連
邦
の
法
域
で
は
、
一
九
七
五
年
に
「
連
邦
証
拠
規
則
（
吋
a
Φ
邑
穿
獣
亀
国
邑
曾
。
Φ
）
」
が
制
定
さ
れ
、
余

罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
に
つ
い
て
明
定
し
た
。

　
そ
の
第
四
〇
四
条
（
a
）
項
は
、
性
格
が
犯
罪
構
成
要
件
と
な
っ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
「
性
格
」
証
拠
を
原
則
的
に
情
況
証
拠
と
し

て
用
い
る
こ
と
を
禁
じ
る
と
と
も
に
、
同
条
（
b
）
項
に
お
い
て
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
被
告
人
の
悪
性
格
の
立
証
を
原
則
と
し
て
認
め
な

い
こ
と
と
す
る
一
方
、
例
外
的
に
、
そ
の
他
の
目
的
．
例
え
ぽ
、
動
機
、
機
会
、
意
図
、
準
備
，
計
画
、
知
識
、
同
一
性
、
ま
た
は
錯
誤

の
欠
如
も
し
く
は
偶
然
の
事
故
の
不
存
在
な
ど
の
立
証
の
た
め
に
は
余
罪
の
証
拠
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
一
≦
一
睾
o
雷
・
国
≦
u
塁
o
ー
お
㌣
一
潔
（
ω
q
a
‘
一
逡
O
）
。
≦
一
皇
○
寄
．
＞
ω
日
5
望
お
、
↓
巽
弓
oJ
8
N
o
吋
弓
爵
い
＞
名
亀
国
≦
u
男
畠
o
o
o
o
（
一
8
q
）
“

　
　
一
≦
馨
困
6
客
．
O
国
望
舅
＞
ピ
国
≦
o
豊
臼
卜
o
ω
㌣
隠
o
o
（
一
N
夢
＆
。
一
〇
誤
）
“
oo
一
8
9
目
げ
①
国
三
①
o
晦
国
蓉
ご
匹
o
コ
o
晦
oQ
帥
彰
一
一
霧
男
9。
9
国
く
律
霞
8
”
》
目
①
ユ
o
p
。

　
　
蟄
国
夷
＜
・
『
国
男
・
O
o
o
o
o
矯
（
一
8
0
0
）
“
曽
o
ロ
槻
げ
即
内
三
の
騨
一
ざ
O
夢
霧
≦
8
。
・
、
○
夢
Φ
り
Q
ユ
ヨ
①
の
．
陸
H
o
≦
＞
い
閑
国
＜
’
o
o
鵠
q
（
一
3
①
）
“
じ
餌
昌
●

　
　
国
く
箆
①
μ
O
Φ
O
騰
O
ユ
ヨ
霧
乞
9
Q
げ
即
り
磯
①
阜
ω
一
〇
鶉
甲
ず
国
国
‘
い
⊃
①
刈
（
一
〇
㎝
ト
っ
ご
崔
0
9
国
竈
O
鉾
国
〈
ε
国
Z
o
国
一
Qo
①
（
ト
っ
画
O
P
．
一
㊤
刈
N
）
。
　
マ
ッ
コ
ー
、
、
、
ッ
ク

　
　
は
、
時
間
の
浪
費
を
も
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。

　
（
2
）
ω
げ
8
①
｝
醤
。
閑
巨
Φ
。
肋
穿
。
一
琶
8
。
｛
酸
巨
一
導
寄
g
国
丘
α
。
琴
①
”
＞
幕
匡
。
鉾
田
野
塁
r
寄
＜
●
。
。。
。
。
」
§
（
お
ω
くゆ
）
。

　
（
3
）
℃
8
誉
ダ
冒
。
一
ぎ
舞
」
①
。
。
客
郵
8
介
①
一
客
剴
N
c
。
①
（
お
。
一
）

6
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（
4
）
　
＞
蒔
固
。
亀
い
渚
身
貫
目
目
・
言
8
響
9
目
畠
国
≦
∪
男
黄
ω
目
（
お
鵠
y
こ
の
規
定
を
援
用
し
た
裁
判
例
と
し
て
、
の
≦
”
言
＜
。
q
三
σ
a

　
　
の
ひ
暮
＄
一
3
労
曽
O
o。
P
8
0
（
斜
爵
Ω
μ
一
〇
認
）
参
照
．

　
（
5
）
O
§
幕
賞
卜
蜜
男
H
。
甕
い
渚
H
誘
目
自
炉
竃
。
u
曽
O
・
目
・
周
国
≦
∪
男
貫
ω
一
一
（
一
〇
轟
⑲
y

　
　
同
条
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、
動
機
、
意
図
、
準
備
、
計
画
、
同
一
性
の
立
証
の
た
め
に
余
罪
の
証
拠
の
使
用
を
禁
じ
て
い
な
い
。

　
（
6
）
　
Z
嵩
6
z
き
O
o
z
匿
雷
z
臼
畠
O
霞
霞
の
の
H
身
男
。
。
o
z
α
ノ
胡
畠
鵠
ω
露
目
ピ
｝
譲
＞
召
田
頃
＞
冒
輿
一
〇
姦
b
夷
》
器
8
一
＞
目
o
客
O
z
冒
第
嵩
閃
3
国
の
o
団

　
　
国
≦
u
男
貫
額
（
一
⑩
㎝
ω
）
、

　
（
7
）
Q
。
ヨ
目
①
昌
Z
嵩
H
o
蜜
ピ
O
o
z
冨
雷
2
自
亀
O
・
…
一
馨
o
z
男
。
。
・
z
q
旨
男
o
窪
の
舅
鵠
い
＞
名
＞
冒
弓
爵
卜
蕎
弩
彊
切
夷
＞
器
霞
＞
蓉
z
．
q
客
暮
召

　
　
閃
q
匿
の
o
明
国
≦
∪
男
臼
｝
田
（
お
＄
）
，

　
（
8
）
　
安
冨
潔
「
余
罪
の
証
拠
ー
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
制
定
経
緯
を
中
心
と
し
て
ー
」
慶
鷹
義
塾
創
立
一
二
五
年
記

　
　
念
論
文
集
四
二
二
、
四
一
五
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
許
容
法
理
と
排
除
法
理

　
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
「
悪
性
格
の
立
証
」
は
許
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
一
定
の
目
的
の
た
め
の
立
証
は
許
さ
れ
る
と
す
る
連
邦
証

拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
は
、
関
連
性
の
あ
る
証
拠
の
一
般
的
許
容
性
を
定
め
た
第
四
〇
二
条
に
対
す
る
例
外
を
定
め
た
第
四
〇
三
条

の
証
拠
排
除
の
原
則
に
従
っ
て
、
性
格
証
拠
の
許
容
性
を
制
限
し
た
第
四
〇
四
条
（
a
）
項
の
性
格
の
特
徴
に
関
す
る
証
拠
の
う
ち
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

も
の
に
つ
い
て
、
（
a
）
項
の
ル
ー
ル
を
さ
ら
に
詳
細
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
二
条
は
、

　
　
　
「
合
衆
国
憲
法
、
連
邦
法
、
連
邦
規
則
お
よ
び
最
高
裁
判
所
規
則
に
別
段
の
定
め
の
な
い
限
り
、
お
よ
そ
関
連
性
の
あ
る
証
拠
は
許
容
さ
れ
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
関
連
性
の
な
い
証
拠
は
許
容
さ
れ
な
い
。
」

　
と
関
連
性
の
あ
る
証
拠
の
一
般
的
許
容
性
お
よ
び
関
連
性
の
な
い
証
拠
の
不
許
容
性
を
定
め
る
と
と
も
に
、
同
規
則
第
四
〇
三
条
は
、

　
　
　
「
関
連
性
を
有
す
る
証
拠
で
あ
っ
て
も
、
証
拠
の
証
明
力
よ
り
も
、
不
当
な
偏
見
、
争
点
の
混
乱
、
も
し
く
は
陪
審
の
判
断
の
誤
導
を
招
く
お
そ
れ

7



法学研究58巻3号（’85＝3）

　
　
の
方
が
実
質
的
に
大
ぎ
く
．
ま
た
は
．
手
続
き
の
著
し
い
遅
延
、
時
間
の
浪
費
．
も
し
く
は
重
複
証
拠
の
不
必
要
な
提
出
と
い
う
不
利
益
を
防
ぐ
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
要
性
の
方
が
実
質
的
に
大
き
い
と
き
に
は
、
当
該
証
拠
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
」

　
と
定
め
て
い
る
。

　
第
四
〇
三
条
に
お
い
て
、
証
拠
排
除
が
認
め
ら
れ
る
理
由
を
み
て
み
る
と
、
陪
審
が
被
告
人
に
不
利
益
な
推
論
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

感
情
的
な
結
論
を
導
き
出
す
の
を
防
止
す
る
た
め
と
い
う
重
大
な
も
の
か
ら
、
訴
訟
に
か
か
る
時
間
の
浪
費
を
防
ぐ
と
い
う
比
較
的
軽
微

な
も
の
ま
で
が
含
ま
れ
て
い
る
．
こ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
、
誤
判
の
お
そ
れ
の
防
止
と
、
迅
速
な
裁
判
の
保
障
と
の
二
つ
の
類
型
に
区
別

で
き
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
同
条
は
、
さ
ら
に
、
証
拠
排
除
の
判
断
に
あ
た
っ
て
、
あ
る
証
拠
に
つ
き
、
そ
の
証
明
力
お
よ
び
証
拠

の
必
要
性
と
、
そ
の
も
た
ら
す
不
利
益
と
の
利
益
衡
量
に
よ
っ
て
決
定
す
る
と
い
う
立
場
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
．

　
こ
と
に
性
格
証
拠
は
、
不
当
な
偏
見
を
与
え
る
証
拠
の
典
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
は
、
そ
の
許
容
性
を
原
則
と
し

て
制
限
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
性
格
証
拠
の
ひ
と
つ
で
あ
る
余
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
被
告
人
の
有
罪
無
罪
の
判
断

に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
証
明
力
を
持
つ
と
し
て
も
、
そ
の
提
出
に
よ
っ
て
、
陪
審
が
被
告
人
に
対
し
て
不
当
な
偏
見
を
抱
く
結
果
、
公
平

な
評
決
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
．
同
様
に
、
原
則
と
し
て
、
性
格
立
証
の
た
め
に
は
許
容
さ
れ
な

い
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
．
余
罪
の
証
拠
に
よ
っ
て
、
陪
審
員
が
、
被
告
人
の
「
悪
性
格
」
を
理
由
と
し
て
処
罰
を
求
め
る
こ
と
が
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
は
、
第
四
〇
三
条
所
定
の
不
当
な
偏
見
、
争
点
の
混
乱
、
も
し
く
は
陪
審
の
判

断
の
誤
導
を
招
く
お
そ
れ
を
伴
う
と
し
て
も
、
手
続
き
の
著
し
い
遅
延
、
時
間
の
浪
費
も
し
く
は
重
複
証
拠
の
不
必
要
な
提
出
と
い
う

不
利
益
を
取
り
除
く
の
に
は
む
し
ろ
有
用
で
あ
る
と
い
え
る
．
す
な
わ
ち
同
一
ま
た
は
類
似
の
余
罪
、
時
間
的
、
場
所
的
、
ま
た
は
計
画
．

準
備
、
陰
謀
な
ど
に
関
連
性
を
有
す
る
余
罪
の
立
証
は
、
一
方
で
．
被
告
人
に
つ
い
て
の
犯
罪
的
性
癖
に
よ
る
訴
因
事
実
の
推
測
的
認
定

の
お
そ
れ
を
伴
う
と
い
え
る
が
、
他
方
で
、
訴
因
事
実
の
立
証
に
あ
た
っ
て
、
同
一
性
の
立
証
に
役
立
ち
、
同
時
訴
追
・
審
理
の
場
合
に

8
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は
、
訴
追
・
審
理
の
促
進
に
有
用
で
、
重
複
立
証
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．
そ
の
意
味
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
、
被
告
人
の
負
担
の
軽
減
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
被
告
人
の
余
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
の
許
容
性
を
認
め
な
い
と
す
る
一

方
．
被
告
人
に
と
っ
て
必
ず
し
も
不
利
益
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
あ
る
一
定
の
事
由
に
あ
た
る
余
罪
の
証
拠
の
提
出
を
認
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

　
と
こ
ろ
で
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
二
つ
の
立
場
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
ぎ
て
い
た
。

　
す
な
わ
ち
許
容
法
理
（
誉
一
琶
。
奏
藁
旨
包
と
排
除
法
理
（
。
蓉
一
琶
。
壁
藁
旨
包
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　
ス
ト
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
許
容
法
理
は
、
余
罪
の
証
拠
が
性
癖
以
外
に
何
ら
か
の
関
連
性
を
持
つ
か
と
い
う
問
題
て
あ
り
、
排
除
法
理
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

余
罪
の
証
拠
が
排
除
法
則
の
例
外
の
範
囲
に
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
い
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
許
容
法
理
は
、
伝
統
的
に
連
邦
で
の
実
務
に
み
ら
れ
た
も
の
で
、
被
告
人
の
犯
罪
的
性
癖
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
余
罪
の
立
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
す
る
の
で
な
け
れ
ぽ
、
公
判
で
の
争
点
に
関
連
性
を
有
す
る
か
ぎ
り
、
余
罪
の
証
拠
は
す
べ
て
許
容
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
．

　
こ
れ
に
対
し
、
排
除
法
理
は
、
連
邦
以
外
の
多
く
の
法
域
で
と
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
動
機
、
機
会
、
意
図
、
準
備
、
計
画
、
知
識
又

は
同
一
性
な
ど
特
定
の
事
実
や
立
証
事
項
の
証
明
に
関
連
す
る
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
お
よ
そ
余
罪
の
証
拠
は
排
除
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

　
（
⑩
）

あ
る
。

　
そ
れ
で
は
判
例
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
に
関
す
る
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
例
は
な
い
が
、
連
邦
の
法
域
で
は
、
巡
回
控
訴
裁
判
所
に
よ
っ
て
許
容
法
理
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
一
九
七
八
年
の
合
衆
国
対
ビ
ー
カ
ム
事
件
（
q
暮
a
の
耳
盤
く
。
切
8
昌
ロ
β
㎝
。。
p
労
卜
。
島
。。
。
。

。
（
帆
夢
Ω
握
お
刈
。
。
）
）
に
お
い
て
、

法
廷
意
見
は
、
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
の
制
定
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
許
容
法
理
に
よ
る
ア
プ
・
ー
チ
は
も
は
や
維
持
さ

9
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れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
べ
、
こ
れ
を
否
定
す
る
立
場
を
採
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
．
同
年
の
合
衆
国
対
ロ
ン
グ
事
件
（
q
耳
a
の
馨
霧
‘
零
凝
u
鴇
轟
肇
鑓
ざ
一
為
8
（
聲
Ω
憎
一
雪
。
。
）
）
で
は
、
な
お
許
容

法
理
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
ら
れ
て
お
り
、
連
邦
の
法
域
で
の
判
例
の
動
向
は
必
ず
し
も
明
白
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　
連
邦
証
拠
規
則
の
規
定
上
か
ら
は
、
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
第
一
文
が
許
容
法
理
を
宣
明
し
て
い
る
と
解
す
る
の
は
困
難
で
は
な
い
が
、

間
題
と
な
る
の
は
、
同
条
（
b
）
項
第
二
文
で
あ
る
。

　
同
項
第
二
文
は
、
あ
る
一
定
の
目
的
の
た
め
に
余
罪
の
証
拠
を
許
容
す
る
こ
と
が
「
で
き
る
（
筥
亀
）
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
言
は
、

立
法
提
案
に
よ
れ
ぽ
、
最
高
裁
判
所
の
最
終
提
案
よ
り
も
許
容
性
の
点
を
強
調
す
る
た
め
に
修
正
さ
れ
た
と
さ
れ
、
許
容
法
理
に
よ
る
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

プ
ロ
ー
チ
ヘ
の
接
近
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
最
大
限
の
許
容
性
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
の
か
明
白
で
は
な
く
、
許
容
法
理
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
排
除
法
理
に
従
っ
た
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
た
だ
、
排
除
法
理
に
従
っ
た
も
の
と
と
ら
え
た
と
し
て
も
、
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
第
二
文
で
例
外
的
に
許
容
さ
れ
う
る
範
囲
に
つ
い
て

は
、
そ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
事
由
に
限
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
に
も
許
容
さ
れ
う
る
の
か
は
争
点
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
．

　
ウ
ィ
グ
モ
ア
は
、
（
a
）
起
訴
さ
れ
た
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
の
計
画
、
動
機
な
い
し
意
図
を
証
明
す
る
た
め
、
（
b
）
起
訴
さ
れ

た
行
為
が
当
該
行
為
と
不
可
分
で
あ
る
場
合
に
そ
の
起
訴
さ
れ
た
行
為
を
証
明
す
る
た
め
、
（
c
）
被
告
人
が
証
人
と
な
っ
た
場
合
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

証
人
と
し
て
の
信
用
性
を
弾
劾
す
る
た
め
、
と
い
う
場
合
に
余
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
の
許
容
性
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ッ
コ
ー
ミ
ッ

ク
は
、
（
a
）
時
間
的
・
場
所
的
に
接
近
し
た
出
来
事
を
立
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
件
の
経
過
を
解
明
す
る
た
め
（
同
一
行
為
ま
た
は
レ

ス
・
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ー
）
、
（
b
）
訴
因
事
実
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
計
画
、
企
図
ま
た
は
共
謀
を
立
証
す
る
た
め
．
（
c
）
被
告
人
に
よ
っ
て

犯
さ
れ
た
極
め
て
類
似
し
た
手
口
を
立
証
す
る
た
め
、
（
d
）
審
理
中
の
事
件
の
関
係
老
と
違
法
な
性
的
関
係
を
結
ん
だ
心
理
状
態
を
立

証
す
る
た
め
、
（
e
）
類
似
し
た
行
為
や
出
来
事
に
よ
っ
て
、
審
理
中
の
行
為
が
不
注
意
、
偶
然
、
無
意
識
な
い
し
有
罪
の
認
識
な
く
な

10
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さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
立
証
す
る
た
め
、
（
f
）
動
機
を
証
明
す
る
た
め
、
（
9
）
あ
る
犯
罪
に
要
求
さ
れ
て
い
る
害
意
、
陰

謀
、
悪
意
、
そ
の
他
特
別
の
意
図
を
立
証
す
る
た
め
、
（
h
）
同
一
性
の
立
証
の
た
め
、
（
i
）
被
告
人
の
犯
罪
行
為
の
証
拠
が
司
法
を
妨

害
し
た
り
処
罰
を
免
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
（
j
）
被
告
人
が
証
人
と
な
っ
た
場
合
そ
の
信
用
性
を
弾
劾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

す
る
た
め
に
、
余
罪
の
証
拠
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
．

　
こ
の
よ
う
に
、
学
説
は
、
余
罪
の
許
容
さ
れ
る
場
合
を
広
く
解
す
る
も
の
が
一
般
で
、
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
b
）

も
例
示
列
挙
と
と
ら
え
て
い
る
．

　
判
例
を
み
て
み
る
と
、
合
衆
国
対
コ
ッ
ク
ラ
ン
事
件
（
d
巳
け
8
望
警
。
の
く
、
9
。
ぼ
婁
ミ
U
コ
田
ε
o。
・
（
。
。
夢
Ω
7
）
8
拝
α
豊
貧
合
鼻

d
ψ
。
。
8
（
お
お
）
）
で
は
、
第
八
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
、
連
邦
証
拠
規
則
の
準
備
草
案
（
牢
。
8
甕
寄
諒
9
国
詮
Φ
⇒
8
穿
菩
①
q
巳
蕊

ω
馨
窃
9
胃
§
9
弩
訂
彗
α
竃
お
響
声
塞
（
お
置
）
）
を
引
用
し
、
余
罪
の
証
拠
は
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
第
二
文
に
あ
げ
ら
れ
た
も
の
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

ち
の
ひ
と
つ
に
該
当
す
る
場
合
に
の
み
証
拠
に
許
容
さ
れ
う
る
と
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
判
決
は
、
例
外
的
に
許
容
さ
れ
う
る

場
合
に
つ
い
て
．
制
限
列
挙
と
解
し
て
お
り
、
厳
格
な
排
除
法
理
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
従
っ
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
．

　
こ
れ
に
対
し
て
、
合
衆
国
対
ウ
ッ
ズ
事
件
（
O
昌
a
の
§
霧
＜
。
≦
8
量
“
。
。
轟
労
鑓
誌
刈
（
“
些
Ω
ド
お
お
）
）
で
は
、
マ
ッ
コ
ー
ミ
ヅ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

の
あ
げ
た
事
由
を
引
用
し
て
、
余
罪
の
証
拠
の
許
容
さ
れ
る
場
合
は
か
な
ら
ず
し
も
制
限
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
謀
殺
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

る
罪
体
の
立
証
に
つ
い
て
、
余
罪
の
証
拠
が
許
容
さ
れ
う
る
と
し
た
ほ
か
、
合
衆
国
対
ダ
ン
ス
カ
ー
事
件
（
q
嘗
＆
の
馨
雷
ぐ
’
U
導
葵
貫

㎝
零
男
曽
ε
（
3
9
鮮
お
§
）
で
は
、
贈
収
賄
の
事
件
で
、
被
告
人
の
関
与
形
態
の
立
証
に
あ
た
っ
て
、
横
領
の
共
犯
と
い
う
事
実
を

余
罪
の
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
．
ま
た
、
カ
ー
タ
ー
対
合
衆
国
事
件
（
O
畏
霞
く
。
q
匿
甕
卑
彗
①
ω
ふ
お
労
卜
。
α
ミ
（
。。
σ
7
Ω
緊

一
。
ミ
）
）
で
は
、
レ
ス
・
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
合
衆
国
対
エ
メ
リ
イ
事
件
（
q
昏
8

卑
暮
霧
＜
。
国
幕
曼
、
。
。
。
ω
労
浅
お
G
。
（
㎝
爵
Ω
こ
も
①
罫
号
幕
q
」
8
堕
♀
＆
9
謹
『
曽
■
卜
。
α
。
一
q
（
一
。
o
。
b
。
〉
）
で
は
、
被
告
人
の
訴
訟
能

力
（
8
℃
妥
身
）
に
つ
い
て
銀
行
強
盗
の
同
種
余
罪
を
立
証
に
用
い
て
も
よ
い
と
す
る
な
ど
、
比
較
的
ゆ
る
や
か
に
例
外
事
由
を
認
め
て
い

11
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（
20
）

る
。　
と
こ
ろ
で
許
容
法
理
は
、
証
拠
の
許
容
性
を
強
調
す
る
の
で
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ぽ
、
余
罪
の
証
拠
は
、
そ
の
証
明
力
が
被
告
人
の
性

格
を
立
証
す
る
に
と
ど
ま
る
と
い
う
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
広
く
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
柔
軟
な
法
運
用
を
可
能

と
す
る
の
で
、
裁
判
官
は
余
罪
の
証
拠
が
許
容
さ
れ
う
る
一
定
の
立
証
目
的
に
制
約
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
も
し
裁
判
官
が
訴
因
事
実

に
関
す
る
犯
罪
構
成
要
件
要
素
の
証
明
に
余
罪
の
証
拠
が
関
連
性
を
有
す
る
と
判
断
し
た
と
き
に
は
、
何
ら
の
条
件
を
付
す
こ
と
な
く
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
許
容
法
理
は
、
余
罪
の
証
拠
の
許
容
性
を
強
調
す
る
の
で
．
被
告
人
に
対
す
る
不
当
な
偏
見
の
お
そ
れ
に
つ
い
て
の
配
慮
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麗
）

問
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
排
除
法
理
は
、
余
罪
に
つ
い
て
の
証
拠
提
出
を
許
容
法
理
に
よ
る
よ
り
も
よ
り
制
約
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
．
被
告

人
に
対
す
る
不
当
な
偏
見
の
お
そ
れ
と
い
う
弊
害
を
よ
り
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
排
除
法
理
で
は
、
例
外
的
に
余
罪
の
証
拠
に
よ
り
立
証
が
許
さ
れ
る
範
囲
が
ど
こ
ま
で
か
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
し
、
例

外
事
由
に
該
る
か
ら
と
い
っ
て
自
動
的
に
許
容
性
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
と
い
え
よ
う
．
余
罪
の
証
拠
か
ら
全
く

偏
見
を
取
り
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
排
除
法
理
に
よ
れ
ば
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
り
許
容
さ
れ
る
立
証
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
の
で
、
証
拠
の
許
容
性
や
立
証
活
動
の
柔

軟
性
に
寄
与
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
許
容
法
理
に
よ
れ
ば
、
余
罪
の
証
拠
が
性
癖
以
外
に
何
ら
か
の
関
連
性
を
持
つ
か

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
余
罪
の
証
拠
を
事
実
認
定
に
供
し
犯
罪
構
成
要
件
要
素
の
証
明
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
な
る
．

　
合
衆
国
対
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
事
件
（
q
三
琶
ω
鼠
§
‘
吋
巴
零
包
ρ
認
。
男
鑓
一
。
。
㎝
（
刈
爵
O
ダ
お
誤
）
8
拝
号
巳
婁
自
㎝
弓
¢
⑩
合

（
一
箋
①
）
）
で
は
、
偽
造
通
貨
行
使
の
か
ど
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
が
、
訴
因
に
記
載
さ
れ
た
犯
行
日
の
す
ぐ
あ
と
に
偽
造
通
貨
を
所
持
し

て
い
た
と
い
う
証
言
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
第
七
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
、
判
決
に
お
い
て
被
告
人
が
偽
造
通
貨
を

12
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所
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
当
該
通
貨
の
一
部
の
流
通
が
偶
然
や
錯
誤
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
証
明
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
た
ん
な
る
偶
然
や
錯
誤
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
証
明
は
伝
統
的
な
例
外
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
判
決
で
は
、
こ
の
場
合
、
裁
判
所
が
、
性
癖
の
問
題
か
ら
ま
っ
た
く
離
れ
て
、
余
罪
の
証
拠
が
な
い
ぽ
あ
い
よ
り
も
訴

因
事
実
に
関
す
る
犯
罪
構
成
要
件
要
素
の
存
在
を
よ
り
強
く
証
明
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
余
罪
の
証
拠
は
許
容
さ
れ
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

き
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
許
容
法
理
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
せ
よ
、
排
除
法
理
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
せ
よ
、
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
に
よ
る
余
罪
の

証
拠
に
つ
い
て
の
許
容
性
判
断
は
、
陪
審
が
そ
の
証
拠
を
審
理
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
一
つ
の
予
備

的
な
判
断
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
通
常
の
関
連
性
の
あ
る
証
拠
の
場
合
と
同
様
に
、
余
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
も
、
第
四
〇
三
条
に
定
め

る
基
準
に
従
っ
て
、
そ
の
許
容
性
が
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
四
〇
三
条
は
、
一
般
に
、
被
告
人
に
対
す
る
偏
見
に
よ
る
陪
審
の
不
公
正
な
判
断
を
さ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
規
定
で
、
第

四
〇
四
条
（
b
）
項
は
、
そ
の
特
別
な
場
合
と
し
て
、
関
連
性
を
有
す
る
余
罪
の
証
拠
が
、
訴
因
事
実
の
立
証
に
あ
た
っ
て
、
単
に
被
告
人

の
性
癖
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
を
の
ぞ
い
て
許
容
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
第
四
〇
三
条
と
第
四
〇
四
条
と
の
関
係
を
考
え
る
と
ぎ
、
余
罪
の
証
拠
の
許
容
性
に
関
す
る
判
断
は
、
二
段
階
の
手
続
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
考
え
ら
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
関
連
性
の
判
断
は
、
通
常
、
第
四
〇
三
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
の
基
準
に
従
っ
て
な
さ
れ
れ
ば
よ
い
が
、
余
罪
の
証
拠
に
つ

い
て
は
、
被
告
人
に
対
す
る
不
当
な
偏
見
を
さ
け
る
意
味
に
お
い
て
、
ま
ず
、
そ
の
余
罪
の
証
拠
が
、
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
所
定
の
被
告

人
の
犯
罪
的
性
癖
の
み
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
く
一
定
の
目
的
の
立
証
の
た
め
に
証
明
力
を
有
し
て
い
る
か
を
判
断
し
、
そ
の
う
え
で

第
四
〇
三
条
に
定
め
る
基
準
に
て
ら
し
て
、
被
告
人
に
対
す
る
不
当
な
偏
見
が
な
い
か
を
判
断
す
る
と
い
う
二
段
階
の
手
続
に
よ
る
関
連

性
判
断
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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合
衆
国
対
力
i
チ
ス
事
件
（
q
旨
a
ω
蜜
§
～
9
益
の
』
ω
o
労
曽
る
8
（
馨
o
ダ
這
誤
）
）
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
余
罪
の
証
拠

に
つ
い
て
、
「
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
所
定
の
当
該
証
拠
の
証
明
力
お
よ
び
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
三
条
の
被
告
人
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゐ
）

る
不
当
な
偏
見
と
い
う
危
険
性
と
に
つ
い
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
判
示
し
、
こ
の
原
則
を
宣
明
し
て
い
る
．

　
す
で
に
、
合
衆
国
対
コ
ッ
ク
ラ
ン
事
件
（
d
昌
a
の
§
霧
‘
9
。
ぼ
魯
P
ミ
㎝
コ
鑓
一
〇
。。
o
（
。
。
些
Ω
握
お
お
）
）
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、

証
明
力
に
対
す
る
偏
見
の
比
較
衡
量
の
必
要
性
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、
当
該
証
拠
が
列
挙
さ
れ
た
例
外
事
由
の
ひ
と
つ
に
あ
た
る
か
ど

う
か
を
ま
ず
判
断
す
べ
き
で
．
そ
の
う
え
で
、
何
ら
か
の
事
由
に
あ
た
る
と
し
た
場
合
、
証
明
力
が
偏
見
を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
裁
量
的
に
判
断
す
べ
き
と
し
て
い
た
。
判
旨
に
よ
れ
ぽ
、
「
こ
の
比
較
衡
量
に
よ
る
方
法
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事
実
審
裁
判

所
は
、
余
罪
の
証
拠
が
許
容
さ
れ
る
例
外
に
該
当
す
る
か
を
ま
ず
判
断
す
る
こ
と
で
絞
り
が
か
け
ら
れ
ず
い
ぶ
ん
救
わ
れ
て
い
る
。
」
と
の

　
　
（
2
6
）

べ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
判
決
で
は
、
第
四
〇
三
条
に
よ
る
証
明
力
と
不
当
な
偏
見
と
の
比
較
衡
量
は
、
裁
量
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
第
四
〇
三
条
に
よ
る
比
較
衡
量
を
積
極
的
に
考
慮
し
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

　
合
衆
国
対
マ
ー
チ
ル
ド
ン
事
件
（
q
三
蕊
の
蜜
§
ド
竃
畦
＆
崔
。
P
田
。
固
舘
ω
零
（
。
。
爵
Ω
ツ
一
S
㎝
）
）
で
は
、
麻
薬
の
不
法
所
持
罪
で

の
起
訴
に
つ
い
て
、
被
告
人
の
住
居
か
ら
さ
ら
に
麻
薬
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
余
罪
の
証
拠
と
し
て
許
容
す
る
こ
と
を
上
訴
裁
判

所
は
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
判
決
で
は
、
そ
の
余
罪
の
証
拠
は
被
告
人
の
意
図
を
判
断
す
る
た
め
に
陪
審
に
適
法
に
提
出
さ
れ
た
も

の
で
、
規
則
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
例
外
の
ひ
と
つ
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

余
罪
の
証
拠
が
．
例
外
事
由
に
あ
た
る
か
ら
許
容
さ
れ
る
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
証
拠
の
許
容
性
が
被
告
人
に
不
当
な
偏
見
を
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
な
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
第
四
〇
三
条
に
よ
る
証
明
力
と
不
当
な
偏
見
と
の
比
較
衡
量
を
否
定
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

第
四
〇
三
条
に
よ
る
比
較
衡
量
を
裁
量
的
な
も
の
で
よ
い
と
す
れ
ば
、
排
除
法
理
に
従
っ
た
場
合
、
余
罪
の
証
拠
が
「
例
外
」
の
ひ
と
つ

14
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に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
裁
判
官
が
、
比
較
衡
量
を
行
な
わ
な
く
て
も
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
と
考
え
て
、
不
当
な
偏
見
の
可
能
性
を

そ
れ
ほ
ど
考
慮
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
．

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
あ
き
ら
か
に
被
告
人
に
不
利
益
で
あ
る
．
む
し
ろ
、
そ
の
意
味
て
は
、
許
容
法
理
に
よ
る
ほ
う
が
、
第

四
〇
三
条
に
よ
る
比
較
衡
量
を
必
要
的
と
す
る
点
で
被
告
人
の
権
利
の
保
護
と
同
時
に
余
罪
の
証
拠
の
最
大
限
の
許
容
性
を
確
保
す
る
こ

と
に
有
用
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
翻
っ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
排
除
法
理
は
、
許
容
さ
れ
る
例
外
に
該
当
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
つ
ね
に
証
明
力
に
対
す
る
不
当
な
偏
見

を
衡
量
し
な
い
で
よ
い
と
す
る
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
．

　
合
衆
国
対
コ
ン
レ
イ
事
件
a
巳
け
a
留
導
霧
＜
．
9
巳
亀
ふ
認
男
い
。
α
臼
・
（
。
。
誓
Ω
巨
る
謡
y
8
拝
留
琶
葺
蔭
圏
d
φ
旨
O
（
お
ざ
）
）
に

お
い
て
、
第
八
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
、
「
1
、
余
罪
の
証
拠
の
許
容
性
が
争
点
と
な
り
、
2
、
当
該
証
拠
が
そ
の
争
点
と
関
連
性
を
有
す

る
と
き
に
、
3
、
そ
の
証
拠
が
明
白
か
つ
高
度
の
蓋
然
性
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
…
…
4
、
証
拠
の
証
明
力
が
あ
り
う
べ

き
偏
見
を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
」
を
判
断
す
る
明
白
な
義
務
が
裁
判
所
に
存
す
る
と
の
べ
、
排
除
法
理
の
適
用
に
あ
た
っ
て
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

較
衡
量
の
義
務
を
明
言
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
余
罪
の
証
拠
の
許
容
性
判
断
の
権
限
は
、
陪
審
で
な
く
裁
判
官
に
属
す
る
と
の
立
場
を
支
持
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
．

事
実
審
裁
判
所
は
、
陪
審
に
対
す
る
偏
見
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
一
方
、
陪
審
が
関
連
性
を
有
す
る
証
拠
を
受
理
す
る
こ
と
を
認
め
る
裁

量
的
権
限
を
行
使
し
う
る
と
の
考
え
か
た
が
、
合
衆
国
対
ジ
ャ
ク
ソ
ン
事
件
（
d
巳
邑
碧
9
①
ω
〈
し
彗
5
。
P
き
刈
7
ω
唇
や
。
ω
。。
（
中
q
客
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

一
⑩
謡
）
）
に
お
い
て
示
さ
れ
た
．
こ
の
立
場
は
、
そ
の
後
の
合
衆
国
対
ダ
ン
ス
カ
；
事
件
（
O
巳
一
a
ω
§
霧
＜
●
U
睾
跨
9
㎝
ω
刈
労
曽
お
（
8

Ω
づ
一
零
①
）
）
に
お
い
て
も
と
ら
れ
、
事
実
審
裁
判
所
は
、
被
告
人
を
不
当
な
偏
見
か
ら
保
護
す
る
と
と
も
に
証
明
力
を
有
す
る
余
罪
の
証

拠
を
陪
審
が
受
理
す
る
こ
と
を
認
め
る
裁
量
的
権
限
を
行
使
し
う
る
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
．

　
（
1
）
≦
舅
の
目
舅
庫
切
男
畠
客
N
毛
舅
ω
目
z
．
ω
国
く
爵
z
。
区
9
－
翫
（
お
。
。
一
）
一
ω
図
暮
。
ω
ご
β
醤
①
司
＆
Φ
邑
閃
巳
窃
。
哺
卑
一
q
窪
8
”
寄
一
①
お
斜
（
げ
）
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O
夢
霞
9
ぎ
窃
卑
一
α
窪
8
“
臣
。
Z
①
＆
協
。
り
騨
弓
ぎ
－
望
8
＞
暴
一
琶
¢
｝
刈
一
乞
揖
目
r
国
塁
①
ω
U
（
一
〇
ミ
）
．

（
2
）
閃
彰
客
国
≦
コ
お
N

（
3
）
　
閂
鍔
鶉
宰
5
お
ω
・
な
お
、
本
条
は
、
「
不
意
打
（
¢
霞
鼠
邑
」
の
証
拠
を
禁
止
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
手
続
法
上
の
問
題
と
し
て
処
理

　
さ
れ
る
。
閃
胃
目
乞
節
留
胃
趨
身
9
司
目
男
き
国
詳
甥
電
国
＜
ε
望
自
冒
甕
⇔
＞
r
8
（
お
胡
y

（
4
）
　
合
衆
国
対
モ
ッ
シ
ア
事
件
（
q
三
一
＆
幹
暮
窪
ダ
冒
。
a
費
ふ
o
。
一
卑
曽
曾
8
（
一
警
O
ダ
一
〇
〇。
O
）
）
で
は
．
陪
審
は
、
起
訴
さ
れ
て
い
る
以

　
外
の
事
実
に
つ
い
て
有
罪
と
考
え
、
そ
れ
ゆ
え
訴
因
事
実
も
ま
た
有
罪
と
推
論
す
る
と
い
う
危
険
性
や
、
証
拠
の
証
明
力
よ
り
も
被
告
人
は
悪
い
人

間
だ
か
ら
処
罰
さ
れ
る
べ
ぎ
だ
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
が
ま
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
生
ず
る
不
利
益
な
効
果
に
基
づ
い
て
「
性
癖
の
法
理
』
が

考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
．

（
5
）
　
渥
美
東
洋
「
い
わ
ゆ
る
余
罪
と
二
重
危
険
禁
止
の
原
則
」
比
較
法
雑
誌
一
七
巻
四
号
一
、
一
六
頁
．

（
6
）
妻
田
顎
目
z
』
暮
蚕
β
9
Φ
ど
“
9
ム
9
0Q
》
目
を
。
陰
一
賃
B
ψ
唇
寅
ロ
9
Φ
ど
O
ω
9
≦
切
一
〇
胃
噂
冒
H
い
渇
劃
0
8
℃
塁
俸
身
騒
舅
z
」
閂
国
目
㌍
ピ

　リ諄

。
目
自
＞
旨
層
開
8
曽
q
認
ミ
一
（
お
o。
一
y

（
7
）
ω
ひ
8
①
鰯
醤
。
閃
三
。
。
団
国
×
。
一
島
一
3
。
協
の
ぎ
一
一
畦
守
9
国
≦
島
①
ロ
8
”
＞
幕
風
郵
㎝
一
国
＞
累
戸
国
畢
。
o。
o
。
噛
一
8
㎝
（
一
。
ω
。。
）
。

（
8
）
　
留
①
、
〇
三
け
a
ω
鼠
“
窃
く
。
O
o
一
魯
ヨ
暫
戸
㎝
ミ
男
’
曽
ミ
o。
為
o
o
国
”
。
一
（
ω
α
9
μ
這
お
）
る
o
目
ヨ
。
旨
り
0
9
霞
Q
ユ
ヨ
＄
国
〈
置
雪
8
＞
け
円
量
一
”

O
隔
田
一
導
。
凝
即
巳
9
『
電
昏
賛
。
器
為
○
属
き
炉
い
』
ま
。
。
㍉
。
刈
（
一
8
一
）
“
の
葺
。
』
后
蚕
量
Φ
『
一
8
㎝
9

（
9
）
譲
国
霧
目
2
の
唇
冨
ぎ
審
一
．
お
癖
ム
①
■

（
1
0
）
　
マ
国
顎
旨
2
。
・
巷
蜜
ぎ
竃
ド
お
“
ふ
3
≦
δ
ぎ
鶴
一
9
目
鶏
国
く
冒
睾
鼻
oo
一
（
段
●
這
お
）
。

（
1
1
）
　
q
邑
⇔
a
卑
暮
。
の
ダ
U
①
暮
。
戸
ω
o
。
一
卑
浅
一
一
鰹
一
ミ
（
舘
O
梓
一
〇
①
刈
）
“
d
且
ひ
a
ω
鼠
訂
の
ダ
零
。
毘
≦
塁
℃
ミ
刈
卑
曽
8
一
（
q
些
9
鉾

　
一
〇
お
）
剴
・
8
，
d
巳
け
a
幹
暮
窃
＜
ー
O
鐸
讐
o
o
鉦
一
㎝
㎝
N
問
●
曽
O
O
o
o
、
8
N
（
O
夢
O
ダ
）
℃
8
拝
山
①
巳
0
9
＆
一
q
ψ
O
ω
O
鳩
零
¢
O
鱈
8
鴇
”
q
ω
『

国
P
卜
。
零
（
お
ミ
）
旧
q
巳
σ
a
oQ
げ
国
富
ω
＜
。
い
。
夷
｝
㎝
謹
男
因
刈
O
ど
刈
8
（
ω
α
O
ダ
一
零
o。
）
，

ハ　　ハ　　パ　　　　　パ
16　15　14　13　12
）　　）　　）　　）　　）

国
●
即
。
菊
男
2
9
①
㎝
ρ
8
畠
Q
o
凝
‘
一
降
の
窃
ω
。
（
一
〇
刈
o。
y

毛
田
器
目
田
ヌ
警
胃
魯
ぎ
一
①
一
｝
お
全
ミ
、

妻
同
髪
o
禺
一
＞
の
弓
8
望
器
、
目
畏
鵠
8
国
o
句
弓
目
い
＞
≦
電
国
≦
u
墜
o
p
o。
O
（
一
8
㎝
）
。

冒
o
冒
o
窪
一
畠
一
国
≦
u
望
o
卸
一
8
（
一
〇
認
）
ー

第
四
〇
四
条
第
二
文
が
、
「
た
と
え
ば
（
。
・
g
魯
器
）
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る
の
は
、

例
示
列
挙
説
の
立
場
を
根
拠
づ
け
る
ひ
と
つ
と
い
え

16
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よ
う
。
一
≦
δ
ぎ
召
鳩
国
≦
目
ぎ
P
お
（
践
8
．
｝
一
〇
お
ご
旨
O
竃
畠
霞
與
ゆ
警
b
冨
ぎ
鼠
一
9
一
〇
9
≦
田
器
鵠
2
の
唇
蚕
昌
9
0
F
お
や
畠
“
≦
霞
O
腎
．

　
の
暮
審
づ
9
0
9
ミ
ω
“
爵
罵
国
胃
即
ω
＞
胃
N
胃
器
＞
竃
8
男
客
》
電
召
＞
虫
8
国
≦
o
男
o
国
．
⑳
濾
（
一
〇
〇。
N
）
．

（
1
7
）
　
そ
こ
で
は
、
動
機
、
意
図
、
偶
然
ま
た
は
自
己
の
不
存
在
、
共
通
す
る
計
画
ま
た
は
企
図
、
同
一
性
の
五
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
q
巨
・
a

　
幹
暮
窃
く
9
Q
。
。
ぼ
導
・
ミ
㎝
コ
鑓
一
〇
。。
ρ
一
〇
〇。
卜
。
（
。
。
些
9
罪
）
8
詳
」
①
邑
貫
高
置
q
ψ
o。
ω
ω
（
一
〇
お
Y

（
1
8
）
冒
。
竃
。
霞
員
』
唇
鰐
3
け
⑩
一
伊
一
。
O
■

（
1
9
）
q
三
6
＆
ω
鼠
げ
＄
＜
。
≦
。
。
量
降
o
。
“
吋
』
伍
旨
刈
．
一
ω
“
（
“
夢
O
ダ
お
お
）
。

（
2
0
）
　
留
。
．
国
o
罠
ω
目
塁
図
q
旨
ω
o
問
国
＜
6
男
自
3
閃
弓
爵
×
d
竃
目
∪
の
ヌ
目
の
Q
o
q
胃
。
・
＞
召
竃
〉
臼
。
。
舅
＞
目
ω
o
。
一
（
曽
8
●
一
〇
お
y

（
2
1
）
　
ぞ
ヨ
づ
。
の
ご
β
の
唇
声
ぎ
一
Φ
一
り
①
ω
刈
●

（
2
2
）
q
巳
邑
の
§
＄
‘
一
ざ
夷
し
謹
コ
曽
刈
・
一
．
蕊
。
（
ω
山
O
甘
一
。
刈
。。
）
“
幹
ヨ
ε
。
・
ぼ
目
』
唇
声
ロ
9
①
ど
竃
9
名
舅
ω
自
2
』
暮
蚕
8
言
一
．

　
斜
O
癖
－
奨
’

（
2
3
）
q
三
φ
＆
の
§
Φ
㎝
ダ
守
ぎ
匡
一
斜
認
O
卑
鑓
一
〇。
伊
一
〇。
Q
。
（
刈
導
O
壁
お
胡
）
8
拝
α
Φ
巳
Φ
身
島
田
娼
¢
Q
島
（
一
〇
ま
）
●

（
2
4
）
　
聖
ヨ
冒
・
冒
β
・
唇
声
μ
9
。
一
．
①
8
“
≦
霞
Ω
胃
』
暮
影
β
9
Φ
ρ
鳶
伊

（
2
5
）
　
q
三
け
a
幹
暮
窃
＜
，
O
霞
怠
の
．
田
O
閂
旨
一
G。
O
ρ
一
ω
O
ω
（
一
昌
9
5
一
〇
胡
）
。

（
2
6
）
d
，
旨
a
の
藝
Φ
・
＜
畳
9
。
年
”
戸
ミ
q
卑
曽
一
〇
。。
ρ
一
〇
〇。
鱒
（
o
。
爵
O
ダ
）
8
罫
伍
Φ
幕
含
」
に
自
砕
o。
。

。
ω
（
一
。
お
）
ヨ
8
・
q
鼻
＆
の
§
＄
ダ

　
O
。
畠
①
ふ
O
刈
閂
臣
o。
N
ρ
（
o
。
爵
9
μ
一
。
謡
）
8
昼
飢
Φ
巳
3
醤
O
目
¢
O
お
（
一
。
誤
）
。

（
2
7
）
　
そ
れ
は
、
不
当
な
偏
見
が
あ
る
と
の
理
由
で
許
容
性
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
琢
ヨ
冨
。
α
冒
目
届
暮
蚕
ぎ
鼠
ど
総
ど

　
p
ω
ω
．

（
2
8
）
　
d
巳
σ
a
o
Q
鼠
け
Φ
の
＜
．
Q
o
巳
Φ
ざ
罰
ω
コ
臣
①
q
ρ
①
㎝
ω
（
o。
夢
Ω
5
一
〇
胡
）
8
罫
α
Φ
巳
Φ
9
合
“
q
φ
㊤
卜
o
O
（
一
〇
ま
y

（
2
9
）
d
鼠
廿
a
ω
げ
暮
Φ
¢
〈
，
鼠
。
5
。
づ
．
ミ
㎝
国
●
ω
ε
マ
O
G。
o。
●
⑩
濫
（
国
。
U
2
●
属
．
一
⑩
刈
㎝
）
。

　
　
　
　
　
　
　
4
　
余
罪
の
証
拠
に
関
す
る
証
明
の
程
度

余
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
そ
れ
が
許
容
さ
れ
る
と
し
た
場
合
、
そ
の
証
明
の
程
度
が
問
題
と
な
る
。

一
般
に
、
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
証
明
の
程
度
に
つ
い
て
、
「
証
拠
の
優
越
（
質
Φ
琶
鼠
霞
導
8
9
9
。
Φ
邑
曾
8
）
」
、
「
明
白
か
つ
確
信
的
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証
明
（
9
①
震
導
畠
8
馨
一
登
凝
且
3
琴
Φ
）
」
、
う
明
白
か
つ
明
確
・
確
信
的
証
明
（
号
貰
§
㊦
倉
ぎ
邑
き
傷
。
。
薯
一
登
凝
塾
号
琴
Φ
）
」
、
「
合
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

的
な
疑
い
を
超
え
た
証
明
（
質
鼠
ぴ
串
。
邑
倉
『
＄
8
轟
募
＆
昌
e
）
」
の
四
つ
の
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
刑
事
事
件
に
お
い
て
、
被
告
人
の
罪
責
の
認
定
は
「
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
た
証
明
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
余
罪

の
証
拠
に
つ
い
て
の
証
明
の
程
度
は
、
い
か
な
る
程
度
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
第
六
、
七
、
八
巡
回
控
訴
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
「
明
白
か
つ
確
信
的
証
明
」
の
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
．
第
五
巡
回
控
訴
裁
判

所
で
は
．
合
衆
国
対
ブ
・
ー
ド
ウ
ェ
イ
事
件
（
q
暮
8
の
§
霧
く
。
卑
3
身
暫
ざ
ミ
刈
『
浅
8
一
（
㎝
島
Q
ダ
お
お
）
）
に
お
い
て
こ
の
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

が
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
七
八
年
、
合
衆
国
対
ビ
ー
カ
ム
事
件
（
q
暮
a
ω
§
窃
く
　
ω
8
。
言
3
の
関
N
固
囲
。。
。
。。
ス
q
菩

Ω
，
一
S
。
。
）
）
が
、
こ
の
基
準
は
あ
ま
り
に
も
厳
格
で
あ
る
と
し
て
、
「
証
拠
の
優
越
」
の
程
度
で
た
り
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
．
合
衆

国
対
ビ
ー
カ
ム
事
件
の
法
廷
意
見
が
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
明
白
か
つ
確
信
的
証
明
」
と
い
う
基
準
は
、
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇

四
条
（
b
）
項
の
施
行
に
よ
っ
て
、
も
は
や
維
持
し
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
「
裁
判
官
は
、
被
告
人
の
犯
し
た
余
罪
に
つ
い
て
、
『
合
理
的
な

疑
い
を
超
え
る
』
確
信
に
よ
っ
て
有
罪
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
も
な
け
れ
ば
、
余
罪
に
つ
い
て
、
政
府
に
『
明
白
か
つ
確

信
的
証
明
』
を
求
め
る
必
要
も
な
い
．
余
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
の
許
容
性
は
、
連
邦
証
拠
規
則
第
一
〇
四
条
（
b
）
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

従
っ
て
判
断
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
．

　
こ
の
「
明
白
か
つ
確
信
的
証
明
」
は
、
「
証
拠
の
優
越
」
と
比
べ
る
と
よ
り
高
度
な
蓋
然
性
の
程
度
が
証
明
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　
こ
の
立
場
は
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
が
罪
責
に
つ
い
て
の
直
接
的
判
断
で
は
な
い
の
で
「
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
た
」
証
明
ま
で

必
要
と
は
し
な
い
が
、
た
と
え
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
三
条
、
第
四
〇
四
条
に
よ
っ
て
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
を
制
限
し
た
と
し
て
も
、

事
実
上
余
罪
事
実
の
存
否
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
「
証
拠
の
優
越
」
で
は
た
り
な
い
と
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
多
く
の
裁
判
所
で
は
「
明
白
か
つ
確
信
的
証
明
」
の
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
基
準

に
よ
ら
な
い
裁
判
所
も
あ
る
。

　
第
二
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
、
合
衆
国
対
レ
オ
ナ
ル
ド
事
件
（
q
巳
琶
の
§
霧
ダ
零
8
霞
α
ふ
濾
労
浅
ε
β
5
8
山
・
⑩
一
（
鑓
O
ダ
お
琶

8
拝
号
包
a
」
謡
娼
幹
3
。
。
る
①
幹
♀
嵩
巽
命
い
国
。
田
8
N
（
一
⑩
§
）
に
お
い
て
、
類
似
行
為
の
証
拠
に
つ
い
て
、
証
拠
の
優
越
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

よ
る
証
明
で
た
り
る
と
し
た
。

　
ま
た
、
第
九
巡
回
控
訴
裁
判
所
の
な
か
に
は
、
「
明
白
か
つ
確
信
的
証
明
」
で
は
た
り
ず
、
「
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
」
証
明
を
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
思
う
に
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
が
許
容
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
関
連
性
は
必
ず
し
も
つ
ね
に
同
じ
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
の
証
明
の
程
度
は
、
厳
格
な
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
な
じ
ま
な
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
．
す
な
わ
ち
、
余
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
不
当
な
偏
見
が
あ
る
と
は
い
え
ず
む
し
ろ
よ
り
高
度
の
証
明
力
が
あ
る
場
合
は
、

証
明
の
程
度
は
「
証
拠
の
優
越
」
で
た
り
る
と
い
っ
て
よ
い
し
、
逆
に
、
当
該
証
拠
が
高
度
の
偏
見
を
備
え
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

裁
判
所
は
、
高
い
程
度
の
証
明
を
求
め
る
べ
き
で
あ
り
「
明
白
か
つ
確
信
的
証
明
」
を
必
要
と
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
1
）
　
『
．
中
≦
粟
舅
零
田
7
覧
出
」
≦
＞
亀
一
目
P
客
＞
男
＞
誘
俸
竃
’
》
・
切
鶏
Ω
男
一
国
≦
u
男
臼
一
〇
3
（
さ
oo
ω
）

　
（
2
）
竃
き
巳
鑛
く
。
菊
。
¢
①
一
㎝
○
刈
コ
旨
o。
o
。
P
o
。
Φ
卜
。
（
①
夢
9
μ
一
〇
起
）
一
q
巳
一
a
の
鼠
け
窃
く
。
U
。
田
・
一
Φ
ふ
S
コ
⑲
α
一
〇
押
一
8
山
9
（
刈
菩
Ω
μ

　
　
お
お
）
“
q
巳
け
包
ω
鼠
8
の
＜
．
竃
亀
胃
葺
戸
密
㎝
閃
。
曽
一
ω
曽
一
一
〇
。
潅
（
刈
誓
Ω
ざ
お
お
）
甲
q
巳
ひ
a
の
鼠
廿
緩
＜
。
○
、
ω
匡
Φ
戸
〇
一
〇
〇
コ
寵
冨
認
（
浮
げ

　
　
O
ダ
y
8
昼
傷
Φ
日
①
9
僻
お
d
φ
o。
U
c

。
し
〇
一
¢
9
，
ま
8
0
①
ζ
国
阜
因
お
（
る
o。
O
）
一
d
巳
げ
a
ω
寅
ぜ
窃
＜
’
冒
。
ω
。
毎
”
⇒
ρ
＄
㎝
国
。
固
鵠
O
る
臨

　
　
p
置
（
刈
葺
9
μ
一
Φ
o。
卜
。
）
旧
d
巳
ひ
a
ω
鼠
ひ
Φ
m
く
．
名
。
り
巨
良
為
8
男
曽
僻
9
（
刈
些
Ω
憎
一
〇
〇
。
ω
）
旧
q
鉱
8
α
幹
筥
窃
＜
『
Ω
⑩
導
。
犀
m
O
ω
労
卜
。
α

　
　
“
o
o
ρ
お
O
（
o
o
夢
O
嘗
一
Φ
誤
）
咽
q
巳
げ
a
幹
魯
Φ
ω
＜
。
9
貯
Φ
ぴ
認
α
コ
淫
お
一
．
お
Φ
1
誤
O
（
o
。
夢
Ω
μ
這
胡
）
ツ
d
巨
げ
a
ω
鼠
け
窃
＜
。
O
巴
＜
Φ
罫
認
ω

　
　
『
浅
o。
0
9
0
8
（
○
。
些
Ω
μ
一
Φ
刈
㎝
）
一
〇
巳
け
a
ω
鼠
ひ
窃
＜
b
切
。
≦
巨
帥
p
O
8
男
浅
一
〇
〇
（
o。
夢
O
ダ
這
お
）
“
d
巳
一
a
の
鼠
8
ω
＜
’
牢
＆
＆
。
富
。
p

　
　
◎
9
労
卜
o
山
一
ω
q
o。
（
o。
昌
9
μ
お
お
）
一
d
巳
げ
a
ω
鼠
9
切
＜
．
国
昌
笹
Φ
目
聾
｝
O
群
o
。
コ
ト
o
α
蒔
認
（
o。
夢
9
憎
一
〇
〇。
一
）
“
q
巳
ひ
a
幹
暮
Φ
・
＜
、
客
貧
昌
巴
一
》
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①
。
D
ω
労
浅
一
曽
卜
。
（
。
。
夢
Ω
憎
お
。。
卜
。
）
“
q
艮
a
ω
藝
＄
ぐ
．
国
く
導
の
ふ
⑩
“
労
卜
。
画
漣
ρ
認
。
（
。
。
芹
O
㌣
）
ゆ
8
罫
号
幕
9
一
。
ω
ω
・
♀
一
刈
刈
P
お

r
署
・
曽
ω
㎝
O
（
お
o
。
ω
）
“
d
巳
一
8
幹
暮
窃
く
。
妻
ま
。
罫
刈
一
〇
コ
髭
お
O
（
o。
些
9
μ
一
〇
〇。
ω
）
，

（
3
）
q
巳
一
a
の
§
Φ
¢
〈
。
閃
8
。
客
芦
㎝
。
。
N
吋
。
鑓
。。
。
・
。
る
一
〇
（
㎝
昌
9
タ
一
S
。。
）
臼

（
4
）
　
合
衆
国
対
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
事
件
（
d
邑
8
α
の
鼠
竃
m
＜
．
零
。
区
≦
塁
ゆ
囑
刈
■
窪
8
一
る
3
（
㎝
些
Ω
鮮
一
S
ω
）
）
で
は
，
余
罪
の
証
拠
に
関

す
る
客
観
的
犯
罪
構
成
要
件
要
素
の
そ
れ
ぞ
れ
が
明
瞭
（
冨
巴
⇒
）
、
明
白
（
9
①
鶏
）
そ
し
て
決
定
的
（
8
9
冒
匹
語
）
な
証
拠
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

　
　
し
か
し
、
そ
の
後
の
判
例
（
q
三
“
a
幹
暮
窃
ダ
の
導
冒
轡
旨
旦
㎝
8
■
践
田
o
。
る
曽
（
㎝
夢
Ω
り
お
置
）
）
は
、
「
決
定
的
」
と
い
う
表
現
に
か

　
え
て
「
確
信
的
（
8
署
ぎ
9
長
）
」
と
い
う
い
い
か
た
を
し
て
い
る
。

　
　
第
一
一
巡
回
控
訴
裁
判
所
も
同
様
と
思
わ
れ
る
．
d
琶
げ
a
幹
暮
窃
～
国
傷
≦
畦
量
①
8
閂
浅
誌
ミ
し
鵠
O
（
目
夢
9
ゴ
一
〇
〇。
ω
）
・

（
5
）
　
曽
名
ユ
磯
耳
俸
O
冨
富
β
岡
a
8
巴
℃
3
a
8
導
q
ギ
。
。
⑩
含
量
国
丘
3
琴
⑩
留
O
思
暮
8
0
（
お
ミ
）
例
え
ぽ
、
証
拠
排
除
の
審
理
に
お
け

　
る
事
実
認
定
は
，
「
証
拠
の
優
越
（
胃
8
0
区
霞
導
8
亀
孚
箆
。
琴
Φ
）
」
で
た
り
る
と
さ
れ
て
い
る
．
d
巳
け
a
幹
彗
窃
く
・
冒
毘
8
犀
・
酷
㎝
目
印
5
介

　一

ミ
鐸
置
．
曽
¢
9
。
O
o。
o

。
噛
8
ρ
ω
O
『
国
Ω
●
謹
N
含
（
一
〇
置
）
“
ピ
畠
o
＜
。
目
≦
o
目
串
。
お
鼻
q
φ
鳶
8
8
の
。
9
。
9
P
ω
O
炉
国
畠
●
臣
曾
oo

　
（
お
認
）
。

（
6
）
d
三
一
9
の
蜜
一
8
ぐ
●
民
善
導
ふ
記
男
臣
O
N
o。
る
ω
N
（
曽
9
胴
一
箋
o。
）
。

（
7
）
d
旨
竃
α
o
Q
冨
§
～
目
①
器
．
㎝
畠
■
曽
o。
ミ
”
o
。
田
鐸
一
（
。
夢
Ω
，
一
。
ミ
）
“
な
お
、
q
葺
a
ω
藝
窃
ダ
瀬
箒
寧
竃
＆
罫
8
0
卑
浅

　
ω
冨
（
O
夢
9
μ
一
〇
お
y
q
旨
6
8
00
鼠
け
窃
ダ
冒
8
り
①
ふ
o
。
O
男
曽
8
0
（
㊤
夢
O
ダ
這
刈
o
。
）
は
．
「
明
白
か
つ
確
信
的
」
証
明
の
基
準
に
よ
る
と
し

　
て
い
る
。

（
8
）
　
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
証
明
は
必
要
な
い
と
考
え
る
．
何
故
な
ら
、
余
罪
の
証
明
は
罪
責
の
証
明
で
は
な
い
し
、
陪
審
の
も
つ
事
実
認
定
権

　
限
を
犯
す
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。

20

5
　
お
わ
り
に

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
連
邦
の
法
域
で
の
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
に
つ
い
て
．

い
く
つ
か
の
問
題
点
を
検
討
し
て
き
た
．

連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
を
め
ぐ
る
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連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
は
、
原
則
的
に
、
い
わ
ゆ
る
「
悪
性
格
の
立
証
」
と
し
て
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
を
禁
じ
る
一

方
、
例
外
的
に
、
あ
る
一
定
の
目
的
の
立
証
の
た
め
に
そ
れ
を
許
容
し
う
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
余
罪
の
証
拠
の
幅
広
い
許
容
性
を
肯
定
す
る
と
い
う
許
容
法
理
と
．
そ
の
許
容

性
を
あ
る
範
囲
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
排
除
法
理
と
、
ふ
た
つ
の
立
場
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
許
容
法
理
は
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
、
柔
軟
な
立
証
を
可
能
と
す
る
が
、
証
拠
の
許
容
性
を
強
調

す
る
結
果
、
被
告
人
に
対
す
る
不
当
な
偏
見
の
お
そ
れ
へ
の
配
慮
に
場
合
に
よ
っ
て
は
欠
け
る
こ
と
に
な
る
．
一
方
、
排
除
法
理
は
、
余

罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
を
一
定
の
範
囲
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
告
人
の
防
御
権
の
保
障
に
は
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ

の
許
容
範
囲
如
何
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
被
告
人
に
利
益
と
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
あ
ま
り
そ
の
範
囲
を
広
げ
る
と
、
許
容
法
理
と
さ
ほ

ど
変
ら
な
く
な
り
、
排
除
法
理
の
も
つ
意
義
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　
思
う
に
、
弾
劾
主
義
こ
と
に
被
告
人
の
防
御
権
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
排
除
法
理
が
と
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
そ
の
場
合
、
排
除
法
理
は
、
規
則
に
定
め
ら
れ
た
事
由
に
つ
い
て
形
式
的
に
あ
て
は
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
に
つ
い
て
、
陪
審
へ
の
不
当
な
偏
見
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
問
題
は
、
余
罪
の
証
拠
の
も
つ
被
告
人
に
対
す
る
不
当
な
偏
見
と
い
う
弊
害
を
如
何
に
と
り
の
ぞ
く
か
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
か
く
て
第
四
〇
三
条
に
よ
る
比
較
衡
量
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
．

　
合
衆
国
に
お
け
る
連
邦
の
判
例
に
つ
い
て
、
そ
の
動
向
を
み
て
み
る
と
、
一
般
に
、
排
除
法
理
を
採
用
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
．
し
か
し
、
排
除
法
理
の
適
用
に
際
し
て
は
、
規
則
に
定
め
ら
れ
た
事
由
に
限
る
の
で
は
な
く
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証

の
許
さ
れ
る
範
囲
を
比
較
的
ゆ
る
や
か
に
解
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
．
合
衆
国
対
ウ
ッ
ズ
事
件
（
q
鼻
a
の
馨
窃
～
≦
8
量
畠
僻
コ
旨

嵩
叉
蒔
昏
Ω
，
一
。
§
）
で
は
、
罪
体
の
立
証
に
関
し
て
余
罪
の
証
拠
が
許
容
さ
れ
る
と
さ
れ
、
ま
た
、
合
衆
国
対
ダ
ン
ス
カ
ー
事
件
（
d
耳
8

Go

冨
§
～
U
導
降
聲
器
刈
労
卜
。
α
恥
o
（
3
9
鮮
お
δ
）
で
は
、
贈
収
賄
の
事
件
で
、
被
告
人
の
関
与
形
態
の
立
証
に
あ
た
っ
て
、
横
領
の
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共
犯
と
い
う
事
実
を
余
罪
の
証
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
厳
格
な
排
除
法
理
に
よ
る
ア
プ
・
i
チ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

証
明
は
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
き
た
余
罪
の
証
拠
に
よ
っ
て
立
証
が
許
さ
れ
る
例
外
的
な
場
合
の
一
つ
で
は
な
い
の
で
、
証
拠
か
ら
排
除

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
判
例
の
焦
点
は
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
の
許
さ
れ
る
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
．

そ
の
許
容
限
界
の
設
定
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
問
題
は
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
が
許
さ
れ
る
と
し
た
場
合
、
余
罪
の
証
拠
の
証
明
の
程
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
も
あ
る
。

　
第
四
〇
四
条
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
余
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
は
、
罪
責
の
認
定
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
証
明
の
程
度
は

必
ず
し
も
「
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
」
証
明
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
余
罪
の
証
拠
の
性
質
に
鑑
み
れ
ば
、
「
証
拠
の

優
越
」
の
程
度
で
あ
っ
て
は
た
り
ず
、
相
当
高
度
な
蓋
然
性
の
程
度
の
証
明
が
要
求
さ
れ
よ
う
．

　
こ
う
し
た
考
え
方
が
、
連
邦
の
判
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
余
罪
の
証
拠
の
証
明
の
程
度
に
つ
い
て

「
明
白
か
つ
確
信
的
証
明
」
の
程
度
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
連
邦
証
拠
規
則
第
四
〇
四
条
（
b
）
項
に
つ
い
て
、
判
例
の
動
向
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
州
の
法
域
に
つ
い

て
は
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
連
邦
の
法
域
と
州
の
法
域
と
で
は
犯
罪
構
成
要
件
が
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
犯
罪
の
性
質
に
よ
っ
て
立
証
方
法
も
ま
た
ち
が
っ
て
く
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
さ
ら
に
州
の
法
域
で
の
運
用
に
つ
い
て
も
検
討

が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
州
の
犯
罪
は
、
主
と
し
て
個
人
の
法
益
に
対
す
る
罪
が
多
く
、
そ
の
立
証
は
、
被
害
老

ら
の
証
言
で
か
な
り
賄
わ
れ
る
が
、
連
邦
の
犯
罪
は
い
わ
ば
国
家
・
社
会
の
法
益
に
対
す
る
罪
で
あ
っ
て
、
被
害
者
の
証
言
で
は
充
分
に

立
証
で
き
ず
、
連
邦
捜
査
局
の
証
拠
収
集
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
余
罪
の
証
拠
の
立
証
上
に
お
け
る
機
能
が

同
じ
で
は
な
い
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
州
の
法
域
に
お
い
て
は
ま
た
違
っ
た
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立

証
の
間
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
の
検
討
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
か
．
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